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文の承接に伴う語の意味の展開
林　　四　郎
文章の研究は、国語学の世界では、時枝誠記氏の提唱以来、文法学の、語論、
文論の上位領域に位置すべきものとして、「文章論」の名のもとに考えられる
ようになった。
文章論は、そのように位置づいたものの、文章論の研究内容は、まだ、しっ
かりした方向性をもっとは青いがたい。その中でも、大体方向が見えるのは、
永野賢氏や市川孝氏によって拓かれた、文の連接論と文章構造論の各領域であ
る。筆者がこれまでに行なったささやかな研究は、『文の姿勢の研究』（昭和48
年、明治図書刊）に、一応のまとまりを記したが、これは、文の連接論にかか
わるものである。
文章研究は、また、最近10年間に急に起って来た現象として、コンビニL－一
夕一による言語処理における、－一つの大きな課題になっている。これは世界的
な傾向であり、この領域の研究は、一般にdiSCOurSeanalysisと呼ばれている。
discourseanalysisの一つの著しい候向は、それが、文章中の各文のSyn－
tacticanalysisの範囲にとどまらず、文中の各語の意味上の働きをCOnteXtの
中で発展するものとしてとらえようとするに至っていることである。つまり、
syntaxとsemanticsとが相かかわるわけで、そのようなanalysisを、Seman－
ticdiscourseanalysisと呼んでいる。この小論は、コンピュータ処理とは直
接関係ないが、文章を図式的に解析するのに、SyntaXの観点と、Semanticsの
観点と、両方の観点に立とうとするもので、Semanticdiscourseanalysisの領
域に、ほんのひとくわでも、打ち込むことを念願するものである。
文の構造を解析するのに、文図というものを書くことが珍しくない。筆者も、
文図を書くことに興味をもつひとりであるが、ここでは、問題の焦点を文章に
据え、一種の文図を作りながら、それを文章図に進めて行く方法を考えてみた
い。
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理屈は抜きにして、実際の作業にかかろう。分析の材料に使うのは、英文聖
書のひとくだりである。
旧約聖書に『ヨナ書』という一編がある。大変短くてよくまとまった叙事文
である。
ニネべの町に悪徳が栄えているのを怒ったェホパが、ヨナに、ニネべへ行っ
て主のことばを伝えるように命ずるが、ヨナは、恐れて主命に反し、ニネべな
らぬタルシシ行きの船に乗ってしまう。主の怒りで海が荒れる。人々が立ち騒
ぐなか、ヨナが船底で寝ていると、船長が来て、彼を起こし、海が静まるよう
自分の神に折れと言う。
これが『ヨナ書』一章1節から6節までの内容で、ここまでの文章を、最近
のThe Living Bible（Billy Graham Crusade Edition，TyndaleHouse
Publishers，1971）の行文によって分析してみる。まず、文章をそのまま示す。
聖書に一般に「節」としてつけられている番号を、囲みのない数字で示し、
それとは別に、SentenCeの番号を、丸で囲んで示す。コロンまたはセミコロ
ンのある所は、文の切れ目と見なす。
1・①The Lordsent thismessagetoJonah，the son ofAmittai：
2．⑨“Go to the great cityofNineveh，andgivethemthisannounce－
ment from the Lord：
⑨‘Iamgoingtodestroyyoll，foryourwickednessrisesbeforeme；
④it smellsto highestheaven．’”
3・⑤ButJonahwasafraidtogoandranawayfromtheLord・
⑥He went down to theseacoast，tO theport ofJoppa，Wherehe
foundashipleavlngforTarshish・
⑦Hebought aticket，WentOn board，and climbeddownintothe
darkhold ofthe ship to hidetherefromthe Lord．
4．⑧Butasthe ship was sailingalong，Suddenly the Lordflung a
terrifiCwindoverthe sea，CauSlng a great StOrmthat threatened
to send them to the bottom．
5．⑨Fearingfortheirlives，the desperate sailors shouted to their
Godsforhelpandthrewthecargo overboardtolightentheship・
⑩AndallthistimeJonah was sounda＄Jeep downinthe hold・
6．⑯PSothecaptain went downafterhim・
㊥“What do youmean，”he roared，“Sleepingatatimelikethis？
⑩Getup andcryto your god，and seeifhewillhavemercyon
us al】d save us！”
図式化に当って、次のようなルールを定める。
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ルール1一つの述語（英語だから、それは動詞に限られる）を中心に、それ
に直接関係をもつ語のグループを横に一列に書く。これを、一つのSyntaCtic
ねmilyと呼ぶ。
JL，－ル2　syntacticfamily中のどの語かに、構文上の同じ資格で並ぶ語が
あれば、並ぶ語を並ばれる語の直下に書く。この場合、上下の語の間に、頂点
を向かい合わせにした二つの三角形を記入する。
ルール3　次のSyntaCtic fami1yをさらに下の段に書く。このとき、後続
family中のどの語かが先行family中のどの語かとの間に次の中のいずれかの
関係を保っていれば、関係のある語同士が上下に並ぶような位置に書く。
8．同じ語が同じものを指し示して使われている。
b．語は異っても、同じものを指し示す語が、明らかにそれとわかるように
使われている。
C．容易に連想されやすいSemantic relationをもつ語が使われている。
このルールを使う場合、aまたはbの関係が見出されるときは、上下の問題
の語に、ともに単純な下線を引き、両者の関係を示す矢印を、下から上へ向け
て、太く、蛭のような形で書き入れる。関係がCであるときは、下線を波線に
して、同形の矢印を書く。
ルール4　上記のルールに該当しないSyntaCtic familyが来たときは、そ
のfamilyは、最初のfamilyと頭がそろう位置、つまり、紙の左端に書く。
ルール5　各familyの位置が定まった上で、なおほかにルール3の且，b，
Cいずれかの関係が見出されるときは、当該の語に単純な下線または波線を引
いて、細い矢印を下から上へ向けて書き、関係を示す。その必然の結果として、
細い矢印は、大部分が長い曲線になる。
以上のルールのうち、問題は、ルール3のCにいうSemanticrelationの認
定である。どのような関係をsemanticrelationと呼ぶかが問題なのであるが、
それを考えることが本稿の中心課題であるから、それは、今は問わず、以下の
記述で順次触れて行くこととする。
なお、上のルールで「語」といっているのは、一つのWOrdと限るわけでは
なく、二つ以上のWOrdsによるphraseをも含むものとする。
このルールによって前掲の文章を作図したものを折込みに示す。
図の意味を説明する。
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第①文の1行［＝ま述語動詞sentを中心にしたSyntaCticfamilyである。2
行目のtheson ofAmittaiは、1行目の末尾Jonahの言いかえで、いわゆる
同格（apositive）の位置に立つ語である。ゆえに、このphraseをJonallの真
下に書いた。Jonahに二重下線を引いたのは、ルールにはないことで、深い意
味はない。この文章の中で、話題の主軸になってしばしば登場する存在なので、
目立たせただけである。
第②文の頭に引用符号“がついている。引用符号は、以下がだれかの発話
であることを示すものであるから、これは、先行ramily中のmessageという
語に対応する。これは、一種のSemanticrelationをもつものと認める。その
性格は、あとで分析する。この関係によって、弟②文第1行の位置が決まる。
同文の2行目は、動詞giveがandに後続し、先行の動詞goと並び、同じ
く、meSSageの送り手であるthe Lordが、受け手Jonahに向かって言う
命令文の動詞に働くので、giveがgoの真下に来る。giveの間接目的である
themは、先行family中のthe great city ofNinevehをSubstituteする
関係にあるから、両者間に細い矢印を記した。その行の末尾にある沌eLord
は、第①文冒頭の扇吾の再出現であるから、その関係を、長い曲線の矢印で示
した。
第⑨文先頭の引用符号‘は、先の“がmessageに対して持ったのと同じ
関係をannouncementに対して持っているので、両者に波線を付し、太い矢
印を記入した。Ⅰは先行のtheLordと同じものを指す（こういうのはSubs亡i－
tution　とは言えまいが）から、細い矢印で関係を示した。その行の末尾にある
youは、後続familyの主語yolu＝Wickednessのyourに引きつがれるので、
yourからyouへ向けて太い矢印を書いた。その行末のmeは、先行Ⅰの再
出現であることを細い矢印で示す。（以下、特に必要がないときは、いちいち矢
印のことは言わない。）
第④文の先頭itは先行yourwickednessの＄ubstitution。
第⑤文の位置はずっと左へ戻る。これは、主語Jonahが二度目の出現で
あり、先行のJonahが第①文1行目の末尾にあるので、その真下へ今度の
Jonahを来って来たためである。このように離れて呼応する場合は、太い矢印
が長く引けないので、矢印を二つに切り、①へ行く印と、⑥より来る印とを
別に書いた。第⑥文の2行目は、動詞ranが先行の動詞WaSと同じく主語
Jonallを受けることで位置が決まる。
第⑥文の主語heは、第⑥文の主語JonahをSubstituteする。Went
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downの補語totheseacoastは、追加情報to the port ofJoppaに後続さ
れる。tOに率いられる両phraSeは同じ資格に立つので、上下に並ぶ。ここ
で、SeaCOa＄t（海岸）という語とport倦）という語とは、実際の存在において
緑の深いもの同士を指す（港は海岸にあるものと決まっている）から、Semantic
relationありと認定した。第⑥文3行目の先頭Whereは関係副詞で直前の
Joppaを代行する。その行にShip（船）という語がある。港と船とは互いに極
めて近い関係にある。
第⑦文の主語beは、先行のheの再出現で、ともにJonahを指す。その
heはそこでticketを買うが、このticketがShipと、意味上の関係なしとし
ない。船が客船である場合には、それに乗るためにticketを買わなければなら
ないのが通常であるから。
この文の2行目、3行目は、ともに、1行目の動詞boughtに並ぶ動詞Went
およびClimbedを持つ。且つ、それぞれの行に、board（甲板）およびhold
（船庫）という、Shipへの近親語が見出される。holdの方は、現に、thehold
ofthe sllip　という　Syntagmaを作って出現している。
第⑧文の主語theshipは、先行文中のその語の単純な再出現。同文の第2
行は、主語tbeLordの再出現。その行の末尾にあるSeaは、前行のtlleShip
was sailingalongというSyntagmaに直結する。船が帆走するのは海の上に
決まっているから。次の行の先頭の語CauSingは、前行の且ungに同資格で
並ぶ動詞である。その行のStOrmは、前行のWindの下位概念に立つ欝でも
あり、またterrific windの類義語でもある。次の行の先頭に立つthatは関
係代名詞で、前行の名詞句a great stormと同資格である。その行の末尾に
bottomという語があり、先行するthe shipにそれの「船底．として追随す
る。その船底は、同時に、hold　として既にとらえられた所でもある。
第⑨文の第1familyでは、先頭の数詞が－ingの形をとっていることから
わかるように、theirという「彼ら」は、後続のSailorsを予告的にSubstitute
しているものにちがいないが、実質上、それが先行のthem（嵐に恐れをなし
て船底にのがれて来た者たち）と同じものを指しているから、その受けつぎを、
このfamilyの位置決定要素と見ることができる。また、動詞fearの意味に、
先行のthreatenとの間のつながり（威嚇されるから恐れを生ずる）も見出され
る。次の行に、昆arの主語Sailorsがtheirの肉づけをして出現する。その
Sailorsを形容するdesparateは、また、fearingとの間に類縁の関係（恐れる
者はやがて絶望するに至る）をもつ。次のfamilyでは、同じSailorsを主語と
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する動詞threwが先行のShoutedと同資格で並ぶ。その行の名詞CargOは、
船の荷物を専門にさす語ゆえに、Shipに対して、bottomよりも近い線語とし
て働く。
第⑩文は、また、ずっと左へ戻る。これも、第⑧文が戻ったのと同じで、
Jonahが第⑦文以来、いくつかのfamjlysを隔てて出現したためである。第
⑦文でのヨナは、Jonahではなくheの形で出ているが、同じものだから、そ
こへ戻ることとする。このramilyの中に、holdが再び出現するから、この語
と前行未のShip　との間の線を重視して、これを位置決定要素と認めることも
できるが、やはり、主語Jonahの存在の方が強い働きをしていると見たい。
第⑪文のfamilyは、末尾のhimが今のJonahをSubstitllteする。主語
CaPtainは、もちろん、ShipやSailorに近縁の語である。
第㊥文の1行目のyouは、前の行でbimといわれた者を指している。2
行目のheは前文のCaptainをSubstituteするが、このfamilyでは、rOar
（わめく）という、言語行動を意味する語の、前行の引用符号に対するSemantic
relationを重視することもできる。3行目は1行目の続きの発話で、Sleeping
のSleepは1行目の主語youを受けてmeanに並ぶと見る。そのSleeping
は第⑩文のasleepと類義である。
第⑩文1行目の動詞句getupは前文でyouと言っている者にむかっての
命令文の述語だから、Sleepingに並ぶ資格をもつ。且つまた、Sleepとgetup
との間には、「眠る」「起きる．という、反意語のような関係もある。2行目の
動詞cry，3行目の動詞seeは、ともにgetuPと同資格の命令文述語である
から、同位置に並ぶ。Cryには、先行（弟⑨文）のShoutとの間の類義関係が
ある。4行目すなわちこの図の最終行は、動詞SaVeが前行のhaveと並んで、
主語heの述語になっている。また、3行目のmercy（慈悲）は前行にあるgod
の属性として考えられやすく、最後の動詞SaVeは、前行の動詞句bavemercy
on　と類義に近い関係をもち、第⑨文のhelpとは一層類義的である。
このようにしてみると、大部分のSyntaCticfamilyは、自己family中のあ
る語と直前のhmily中のある語との関係によって、疑問の余地なく位置が決
まるということがわかる。そして、各familyの位置が、直前のfamilyの位
置に支配されることの必然の結果として文章図が全体に左上から右下へ斜めに
伸びて行くことになる。時たまこの模向を破って、左下へ戻ることがある。そ
れは、いくつかのfamilyを隔てて受けつぎが行われた時である。
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この13億の文の間では、先行文からの受けつぎ要素がなくて左端まで戻る
ようなramilyは一つもなかった。恐らく、普通の文章において、話がそのよ
うに振り出しに戻ることは、しばしば起ることではないのだろう。
以上の例の中では、免milyの位置決定に働く要因は、大部分が
ルール2　同資格語の並列
ルール3a　同語の再出現
ルー′レ3b substitution
の3種である。ルール3CのSemantic relationが決定的要因になったのは、
messageおよびannouncement　と引用符号との関係2例だけであった。
語と語との間のSemanticrelationは、その都度述べて来たように、随所に
見出されたのであるが、それを位置決定要因とするまでもなく、もっと形式的
にeXplecitな要因が位置を決めてしまうのである。
このように、hmilyからfamilyへの接続が形式的に明らかであることは、
文章の読み手にとって、文章のつながりがたどりやすいこと、すなわち理解に
抵抗がなく、わかりやすいことを意味するであろう。
また、連続はとぎれないままに、図が左の方へ戻るのは、前述のように、や
や離れた所にある先行要素へつながるためなので、読み手としては、そこに多
少の場面転換を感じることになるのだろう。
残った間馬は、Semantic relationなるものに、どのような種類があったか
である。少ない数ではあるが、以上の実例について、その内容を調べてみよう。
まず、この関係のものだけを田現順に列記すると、次のとおりである。
message－【“言語活動の名称と言語活動であることの表示
an ouu ccenent－‘同上
SeaCOaSトport　物と存在場所（準は準星にある）
port－SIlip　行動の主体と行動場面（船は港に入る、港から出る）
Ship－ticket　目的を介して結ばれる対象と手段（艶に乗るためには廼壁が
必要）
Ship－board　物の全体と部分（甲板は船の一部分）
Ship－hold　同上（担昼は盤の一部分）
Ship－Sea　行動の主体と行動場面（船は海を帆走する）
Wind－StOrm　上位概念と下位概念（嵐は風の一種〉
60 林　　四　郎
Ship－bottom　物の全体と部分（垂直は胆の一部分）
Ship【Sailor物とその活動に必要な要素（重宝がいなければ船は動かない）
Ship－CargO　行動の主体と行動場面（重畳は笹に積まれる）
threaten－fear　ある行動がひき起す当然の反応行動（おびやかすから相手
が恐れる）
fear－desperate　ある状態から移行しやすい次の状態健処の結果は墾室
に至る）
Sailor－Captian　組織上の上下関係（担量は丞麦の首長）
Shout－Cry　類義的関係（ともに吐蔓こと）
help－SaVe　同上（壁塾と墾萱）
asleep－Sleeping　同上（ともに眠っている状態）
roar一“言語活動の名称と言語活動であることの表示
Sleep－getuP　対義的関係（匪屋と塾旦旦）
god－merCy　主体とその属性（砂こは塾塾がある）
havemercy onLSaVe　類義的関係（慈悲をかけると救済する）
以上を類によって整理してみると、次のようになる。
まず全体を、ことばの上での関係と、ことばが表わす物や事の世界での関係
とに分けることができる。類義的関係とか対義的関係、また、上位概念と下位
概念との関係などは、ことばの上での関係と見るべきであり、全体と部分だの、
物と存在場所等、多くのものは、ことば上の関係ではなく、ことばが表わす物
や事の世界での関係と見るべきである。前者を国語辞典的関係、後者を百科事
典的関係と呼び分ける習慣もできている。
Ⅰ．ことばの上での関係
A．AB両請が語の形式においてつながりがある。
aS】eep－Sleep
このように、両語が語の一部を共有している関係には、上に指摘しなか
ったが、
Sea－SeaCOaSt
board－0Verboard
などもある。
B．A】】両語が語の意味においてつながりがある。
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1．AII両津によって、同一のものごとや相似たものごとが指し示される。
これを類義的関係という。
asleep－Sleeplng
help一一SaVe
save－havemercy on
shout－Cry
これに準ずるものとして
terrifiC－（terrify）－threaten
なども考えられる。本文中にterrifyという語はないが、terrifiCという
形容詞が、潜在する動詞terrifyを介して動詞threatenと類義関係を
結ぶと見るわけである。
2．Aの指すものごとがBの指すものごとを覆う。これはAが上位概念、
Bが下位概念の関係である。
wind－StOrm
3．8の否定がAと類義の関係になる。
Sleep－get up
これを対義的関係と呼ぶわけである。
4，ABが互いにレベル変換をすると、相手と同じものごとを指すように
なる。
meSSage
announcement
rOar
引用符号
ⅠⅠ．ことばが表わす物や事の世界での関係
A．物に即した関係
1．物の全体（A）と部分（B）
Ship（A）－board（B）
Ship（A）－hold（B）
Ship（A）－bottom（ll）
この類型では、
Aノ†部分トシテBガアル。
という叙述が成り立つ。
Z．物くA）と存在場所（B）
port（A）－SeaCOaSt（B）
林　　四　郎
Aノ、Bニ在ル。
という叙述が成り立つ。
3，行動の主体（A）と行動場面（B）
ship（A）一pOrt（B）
ship（AトSea（B）
CargO（A）－Ship（B）
Aノ、B〈…ォィテ極；レ。
のような叙述が成り立つ。
B．抽象的事柄における関係
1．ある状態（A）から移行しやすい次の状態（8）
fear（A）Mdesperate（B）
これは、本当は
fear（A）－（despair）－desperate（B）
と、動詞despairを潜在させた関係である。
ここでは
AカラBニ至リヤスィ。
という叙述が成り立つ。
2．ある行動（A）がひき起す当然の反応行動（B）
threaten（A）－fear（13）
AガBヲヒキ起シャスィ。
C．論理的認識を介して結ばれる関係
1．主体（A）とその属性岬）
god（A）rmercy（B）
Aニノ、丑ガソナワッテイル。
2．物（A）とその活動に必要な要素（8）
ship（A）－Sailor（8）
Aノ存立ニハBガ要ル。
3．組織上の上下関係（A，B）
captain（Aトsailor（B）
Aノ、Bノ首長デアル。
文の承接に伴う語の意味の展開
4，目的を介して結ばれる対象（A）と手段（B）
ship（A）－ticket（B）
Aへノ行為ヲ果スタメニハBガ要ル。
一応、以上のように分類したが、ⅠⅠの中のA，B，Cの区分は、実は、明確な
ものではない。例えば、全体と部分の関係を「物に即した関係」としたが、物
の中に全体と部分との関係を見出すのは、人間の知的把握がすることであっ
て、そこに論理的認識を介していないとは決して言えない。ただ、ここに一括
した「全体と部分」「物と存在場所」「主体と行動場面」のような関係は、AI！
二つの存在物が現実に同一場面に存し、その関係が容易に見出される、そうい
う関係である。その点で区別した。
以上は、極めて少量の文章例によって考えたものであるから、問題のほんの
一端をとらえているに過ぎない。問題の解明を目ざしてこれを記したのではな
く、筆者の問題意識を、一例によって記してみたのである。語の意味論を、文
章レベルで考えてみたいという意思表示をするのが小論の本旨である。
